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は
じ
め
に

�

学
長　

江　

藤　

茂　

博

　　

二
松
学
舎
大
学
主
催
で
、
本
学
１
４
５
周
年
を
記
念
し
た
学
芸
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
募
集
に
際
し
て
は
、
全
国
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
、
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
学
芸
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
、
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
の
開
設
記
念
と
し
て
の
位
置
付
け
も
含
め
、
本
学
の
学
部
学
科
の
学
び
と

結
び
つ
い
た
各
部
門
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
部
門
と
し
て
は
、
文
学
部
国
文
学
科
の
学
び
と
結
び
つ
い
た
「
日
本
文
学
Ｐ
Ｏ
Ｐ
部
門
」、
文
学
部
中

国
文
学
科
の
学
び
と
結
び
つ
い
た
「
書
道
競
書
部
門
」
と
「
中
国
古
典
感
想
文
部
門
」、
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
と

都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
び
と
結
び
つ
い
た
「
歴
史
文
化
地
域
史
部
門
」、
国
際
政
治
経
済
学
部
国
際
政
治
経

済
学
科
と
国
際
経
営
学
科
の
学
び
と
、
本
学
が
所
在
す
る
千
代
田
区
の
環
境
保
護
活
動
を
関
連
さ
せ
て
、
地
域
社
会

と
の
連
携
を
意
識
し
た
「
環
境
保
護
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
定
し
、
今
回
の
周
年
事
業
と
し
て
企
画
募

集
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
各
部
門
は
こ
う
し
た
本
学
の
学
び
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
学
び
と
の
結
び
つ
き
を

意
識
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
興
味
や
関
心
に
応
じ
て
応
募
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
本
学
が

学
芸
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
狙
い
の
一
つ
に
は
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、
ご
自
身
の
興
味
に
応
じ
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た
学
問
の
領
域
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
現
在
学
ば
れ
て
い
る
領
域
と
学
芸
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
部
門
の
領
域
を
結
び
つ
け
て
、
ご
自
身
の
学
び
の

領
域
を
よ
り
深
め
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
や
は
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

本
学
が
学
芸
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
の
は
、
応
募
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
選
考
を
通
し
て
皆
さ
ん
の
学
び
へ
の

関
心
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
今
後
の
知
的
な
展
開
を
促
し
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。
応
募
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
こ
れ
を
ひ

と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
自
己
研
鑽
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
ど
れ
も
力
作
揃
い
で
し
た
が
、
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
実
施
し
て
い
る
以
上
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
門
に
賞
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
、
受
賞
や
入
賞
を
果
た
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
さ
ら
に
そ
の

先
に
向
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
今
回
は
、
残
念
な
が
ら
入
賞
に
至
ら
な
か
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、

今
回
の
応
募
作
品
へ
の
取
り
組
み
や
今
回
の
結
果
を
参
考
に
し
て
、
さ
ら
に
伸
び
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
二
松
学
舎
大
学
が
何
よ
り
も
求
め
て
い
る
の
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
ひ
と
つ
の
機
会
と
し
て
、
皆
様
が

そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
を
自
ら
育
て
ら
れ
、
ま
た
い
ま
学
ば
れ
て
い
る
領
域
で
、
さ
ら
に
力
を
発
揮
し
、
個
々
の
才
能
を

伸
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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二
松
学
舎
大
学
主
催　

二
松
学
舎
大
学
１
４
５
周
年
記
念
学
芸
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
概
要

  
募
集
内
容

○
応
募
期
間

　

２
０
２
２
年
９
月
１
日
（
木
）
〜
17
日
（
土
）

○
応
募
資
格

　

大
学
生
、
高
校
生
、
中
学
生
、
小
学
生

○
募
集
部
門

　

歴
史
文
化
地
域
史
部
門
︱
歴
史
文
化
学
科
開
設
記
念
︱

　
　

作
文
課
題
：「
わ
が
町
の
歴
史
文
化
・
史
跡
」

　
　

字　
　

数
：
４
０
０
字
～
６
０
０
字
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
）　

※
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
の
添
付
可

　

書
道
競
書
部
門

　
　

①
学
生
（
大
学
生
）
の
部

　
　

・
用
紙
サ
イ
ズ
「
半
紙
」　　

・
自
由
課
題　

※
書
体
自
由

　
　

②
生
徒
（
高
校
生
）
の
部

　
　

・
用
紙
サ
イ
ズ
「
半
紙
」　　

・
古
典
臨
書
（
漢
字
・
仮
名
） 

※
書
体
自
由

　
　

③
生
徒
（
中
学
生
）
の
部

　
　

・
用
紙
サ
イ
ズ
「
半
紙
」　　

・
指
定
課
題
「
美
の
創
造
」
又
は
「
自
由
課
題
」　

※
楷
書
ま
た
は
行
書

　
　

④
児
童
（
小
学
生
）
の
部

　
　

・
用
紙
サ
イ
ズ
「
半
紙
」　　

・「
指
定
課
題
：
と
ら
（
１
年
生
）、
ゆ
め
（
２
年
生
）、
決
心
（
３
年
生
）、
秋
風
（
４
年
生
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
長
（
５
年
生
）、
書
の
世
界
（
６
年
生
）」
又
は
「
自
由
課
題
」

二
松
学
舎
大
学
主
催
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日
本
文
学
Ｐ
Ｏ
Ｐ
部
門

　
「
あ
な
た
が
最
も
お
薦
め
し
た
い
日
本
文
学
（
古
典
を
含
む
）」
を
紹
介
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
（
広
告
）。
Ａ
５
サ
イ
ズ
。

　

中
国
古
典
感
想
文
部
門

　
　

課　
　

題
：
次
の
中
国
古
典
詩
又
は
故
事
の
中
か
ら
１
つ
選
び
、
感
想
を
述
べ
る

　
　
　
〈
中
国
古
典
詩
〉『
詩
経
』「
桃
夭
」、
杜
甫
「
登
高
」

　
　
　
〈
故　
　
　

事
〉「
四
面
楚
歌
」（『
史
記
』）、「
刎
頸
の
交
」（『
史
記
』）、「
漱
石
枕
流
」（『
世
説
新
語
』）

　
　

字　
　

数
：
４
０
０
字
～
６
０
０
字
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
）

　

環
境
保
護
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門

　
　

課　
　

題
：
地
域
の
猫
を
保
護
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
保
護
活
動
を
推
進
・
周
知
す
る
た
め
の
各
種
企
画

　
　
　

１　

ア
イ
デ
ィ
ア
の
名
称

　
　
　

２　

ア
イ
デ
ィ
ア
の
概
要

　
　
　
　
　
　
（
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
な
の
か
を
説
明
し
て
下
さ
い
。）

　
　
　

３　

ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
（
一
番
訴
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
下
さ
い
。）

○
賞
・
賞
品

　

最
優
秀
賞
：
各
部
門
１
点　

賞
状
、
賞
品

　

優
秀
賞
：
各
部
門
２
点　

賞
状
、
賞
品

　

佳　
　

作
：
各
部
門
３
点　

賞
状
、
賞
品

○
主
催

　

二
松
学
舎
大
学

○
後
援

　

文
部
科
学
省

　

千
代
田
区
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読
売
新
聞
社

　
（
公
社
）
全
日
本
書
道
教
育
協
会

○
協
賛

　

株
式
会
社
大
塚
商
会

　

株
式
会
社
八
洋

　

株
式
会
社
三
省
堂
書
店

　

ス
テ
ッ
ド
ラ
ー
日
本
株
式
会
社



歴
史
文
化
地
域
史
部
門
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優
秀
賞　

該
当
作
品
な
し

最
優
秀
賞　

該
当
作
品
な
し

佳　

作

【
入　

選
】

「
日
本
一
美
し
い
七
夕
祭
り
」	

富
山
県
立
大
門
高
等
学
校	

三
年　

山　

岸　
　
　

郁

夜
渡
で
お
こ
な
わ
れ
る
舟
太
鼓

�

筑
紫
台
高
等
学
校　

一
年　
　

山　

田　

涼　

花

　

私
は
御
勢
大
霊
石
神
社
の
祭
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
御
勢
大
霊
石
神
社
は
福
岡
県
小
郡

市
大
保
に
あ
る
神
社
で
す
。
こ
こ
で
は
七
月
三
十
一
日
と
八
月
一
日
に
夜
渡
と
い
う
祭
り
が
あ

り
、
五
穀
豊
穣
、
天
下
泰
平
な
ど
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
私
が
夜
渡
の
中
で
一
番
継
承
し

て
い
き
た
い
と
思
う
の
は
舟
太
鼓
で
す
。
舟
太
鼓
と
は
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
安
徳
天
皇
が
入
水

し
亡
く
な
っ
た
の
を
嘆
き
悲
し
み
、
源
氏
も
平
氏
も
船
縁
を
叩
い
て
弔
っ
た
と
い
う
の
に
由
来

す
る
も
の
で
す
。
で
は
な
ぜ
こ
の
神
社
で
舟
太
鼓
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
夜

渡
を
よ
く
知
る
方
に
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
御
勢
大
霊
石
神
社
で
は
神
社
の
参
拝
者
を
増
や
す

こ
と
や
夜
渡
を
盛
り
上
げ
る
目
的
で
お
よ
そ
三
十
年
前
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、
大
保
の
祭
り
と
い
え
ば
舟
太
鼓
と
い
う
ほ
ど
有
名
に
な
り
ま
し
た
。」
と
の
こ
と
で

す
。
舟
太
鼓
を
演
奏
す
る
小
学
生
は
一
か
月
以
上
練
習
し
ま
す
。
舟
太
鼓
を
大
保
に
伝
え
た
方

や
私
た
ち
Ｏ
Ｂ
が
教
え
て
い
ま
す
。
毎
年
、
地
域
の
方
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
参
拝
者
が
舟

太
鼓
を
見
に
訪
れ
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
愛
さ
れ
て
い
る
舟
太
鼓
を
私
は
後
世
に
伝
え
た
い
で
す
。

そ
し
て
御
勢
大
霊
石
神
社
の
参
拝
者
が
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



書
道
競
書
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最
優
秀
賞

木
簡
「
久
不
相
見
」
簡�

二
松
学
舎
大
学　

四
年　
　

三　

浦　

朱　

莉

講　

評

　

漢
代
の
木
簡
を
細
字
で

四
行
二
十
四
文
字
に
臨
書

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

作
品
か
ら
は
漢
人
の
息
づ

か
い
が
感
じ
取
れ
る
ほ
ど

の
味
わ
い
が
あ
り
、
筆
法

と
し
て
逆
筆
を
中
心
に
、

八
分
の
中
に
古
隷
風
の
素

朴
な
用
筆
を
混
じ
え
見
事

な
風
合
い
を
演
出
し
て
い

る
。
ま
た
時
折
り
稚
拙
な

運
筆
や
、
一
見
お
ど
け
た

よ
う
な
造
形
が
あ
る
が
そ

れ
が
却
っ
て
古
代
人
の
世

界
を
惹
き
た
て
、
最
優
秀

に
ふ
さ
わ
し
い
秀
作
で
あ

る
。
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優
秀
賞

始
平
公
造
像
記

�

二
松
学
舎
大
学　

一
年　
　

吉　

野　

和　

真

臨　

本
阿
弥
切

�

國
學
院
大
学　

三
年　
　

内　

藤　

杏　

子

講　

評

講　

評

　

字
粒
が
小
さ
い
な
が
ら
も
、
本
阿
弥
切
独
自
の
筆
力
の
強
さ
と
、
特
有
の
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
運
筆
を
見
事
に
再
現
し
て
い
る
。
線
の
太
細
の
配
合
に
よ
る
行
間

の
抑
揚
の
美
し
さ
も
醸
し
出
し
て
お
り
、
仮
名
の
書
美
を
存
分
に
生
か
し
た
秀

作
。

　

陽
刻
題
額
箇
所
で
あ
る
が
、
結
体
の
茂
密
で
ど
っ
し
り
と
し
た
特
徴
を
し
っ

か
り
と
捉
え
て
い
る
。
筆
意
に
厚
味
が
あ
り
、
鋭
く
熟
練
し
た
筆
法
で
表
現
出

来
た
。
原
本
の
深
い
理
解
に
裏
打
ち
さ
れ
た
臨
書
作
品
に
仕
上
が
っ
た
。
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佳　

作

臨　中務集
日本大学　三年

君　塚　　　早

萬壽無疆
津田塾大学　一年

雨　宮　沙　雪

曹全碑
二松学舎大学　二年

小　川　春　希
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【
入　

選
】

臨
書
譜	

二
松
学
舎
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
年　

大　

島　

香　

純

鄧
石
如
模
刻	

二
松
学
舎
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

鈴　

木　

健　

太

中
務
集	

川
村
学
園
女
子
大
学　
　
　
　
　
　
　

三
年　

髙　

橋　

優　

希

臨　

孫
秋
生
造
像
記	

国
立
大
学
法
人　

福
岡
教
育
大
学　
　

二
年　

松　

山　

琉
之
介

臨　

孔
子
廟
堂
碑	

法
政
大
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

三　

鍋　

桃　

果



書
道
競
書
部
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生
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高
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生
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最
優
秀
賞

書
譜�

埼
玉
県
立
大
宮
光
陵
高
等
学
校　

三
年　
　

石　

川　

千　

寛

講　

評

　

孫
過
庭
『
書
譜
』
の
一

節
、四
字
句
を
臨
書
し
た
。

第
一
に
言
え
る
こ
と
は
、

形
の
と
ら
え
方
が
よ
ほ
ど

鍛
錬
を
積
ん
だ
書
家
と
見

ま
ご
う
ほ
ど
の
技
術
が
感

じ
取
れ
る
点
に
あ
る
。
つ

づ
い
て
、
用
筆
の
観
点
か

ら
は
、
起
筆
の
方
向
性
の

と
ら
え
方
が
見
事
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
連
綿
の
過
程

を
経
て
、
最
後
の
終
筆
ま

で
一
貫
し
た
流
れ
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
転
折
な
ど

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
遅
速
を

書
き
分
け
、
そ
れ
が
全
体

の
中
で
リ
ズ
ム
を
醸
し
出

し
て
、
一
層
草
書
の
風
趣

を
演
出
し
た
秀
作
と
い
え

よ
う
。
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優
秀
賞

臨　

建
中
告
身
帖

�

新
潟
県
立
新
津
高
等
学
校　

三
年　
　

土　

肥　

萌　

花

臨　

爨
宝
子
碑

�

千
葉
県
立
袖
ケ
浦
高
等
学
校　

三
年　
　

谷　

口　

莉　

望

講　

評

講　

評

　

爨
宝
子
碑
独
自
の
素
朴
で
独
特
な
趣
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
い
る
。
半
紙
と

い
う
小
さ
い
サ
イ
ズ
で
あ
り
な
が
ら
も
、
文
字
の
大
小
変
化
を
生
か
し
、
暢
び

や
か
で
懐
の
広
い
作
品
に
仕
上
が
っ
た
。
鍛
え
ら
れ
た
線
に
よ
り
情
操
豊
か
な

表
現
と
な
っ
た
。

　

自
書
告
身
特
有
で
あ
る
筆
の
開
閉
の
リ
ズ
ム
を
よ
く
捉
え
、
運
筆
自
然
に
顔

法
を
う
ま
く
表
現
で
き
た
。
精
妙
忠
実
、
動
的
で
力
あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上
が
っ

て
い
る
。
そ
の
奥
に
は
、
洗
練
さ
れ
た
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
。
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佳　

作

臨　魏霊蔵造像記
広島県立高陽東高等学校　一年

橘　　　茉　佑

隷書張衡霊憲四屏
浜松学芸高等学校　三年

片　桐　美　葵

中務集
浜松学芸高等学校　三年

田　代　愛　実
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【
入　

選
】

臨　

蘭
亭
序	

福
島
県
立
郡
山
商
業
高
等
学
校	

三
年	

我　

妻　

桃　

花

臨　

始
平
公
造
像
記	

千
葉
県
立
袖
ケ
浦
高
等
学
校	

二
年	

五
十
嵐　

茉　

穂

臨　

雁
塔
聖
教
序	

高
知
学
芸
高
等
学
校	

一
年	

池　

田　

悠　

菜

顔
氏
家
廟
碑	

埼
玉
県
立
越
谷
北
高
等
学
校	

一
年	

井　

上　

果　

音

鳳
去
秦
郊
迵	
大
成
女
子
高
等
学
校	

三
年	

江　

幡　

日
向
子

臨　

乙
瑛
碑	
福
島
県
立
郡
山
商
業
高
等
学
校	

二
年	

大　

内　

夏　

月

度
量
如
海
涵
春
育	

浜
松
学
芸
高
等
学
校	

二
年	

大　

野　

未　

鈴

臨　

趙
之
謙　

隷
書
張
衝
霊
憲
四
屏	

浜
松
開
誠
館
高
等
学
校	

三
年	

長　

田　

結　

菜

臨　

始
平
公
造
像
記	

千
葉
県
立
流
山
北
高
等
学
校	

三
年	

片　

倉　

諒　

介

臨
書
「
蘭
亭
序
」	

春
日
部
共
栄
中
学
高
等
学
校	

一
年	

川　

畑　

来　

南

臨　

建
中
告
身
帖	

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
等
教
育
学
校	

二
年	

北　

原　

花　

音

張
猛
龍
碑	

東
京
都
立
深
川
高
等
学
校	
二
年	

黒　

川　

奈　

那

臨　

傅
山
行
草
書
幅	

千
葉
県
立
袖
ケ
浦
高
等
学
校	

二
年	
小　

泉　

優　

芽

臨　

雁
塔
聖
教
序	

高
知
学
芸
高
等
学
校	

一
年	
河　

野　

詩　

葉

隷
書
張
衝
霊
憲
四
屏	

仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校	

三
年	

小　

林　

愛　

菜

臨　

伊
都
内
親
王
願
文	

千
葉
県
立
袖
ケ
浦
高
等
学
校	

三
年	

小
松
崎　

里　

桜

苕
渓
詩
巻　

	

千
葉
県
立
長
狭
高
等
学
校	

一
年	

笹　

子　

蓮　

美

「
蘭
亭
序
」
天
朗
氣
清
恵
風	

二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校	

二
年	

椎　

名　

祐　

貴

臨　

智
永
真
草
千
字
文	

千
葉
県
立
袖
ケ
浦
高
等
学
校	

三
年	

高　

旗　

里　

奈

臨　

孫
秋
生
造
像
記	

千
葉
県
立
袖
ケ
浦
高
等
学
校	

三
年	

千　

葉　

蒼　

生

道
因
法
師
碑	

千
葉
県
立
我
孫
子
東
高
等
学
校	

一
年	

内　

藤　

美　

優

臨　

蜀
素
帖	

千
葉
県
立
流
山
北
高
等
学
校	

二
年	

中　

村　
　
　

倭

臨　

温
泉
銘	

広
島
県
立
高
陽
東
高
等
学
校	

二
年	

西　

山　

き
さ
ら

裴
蒋
軍
詩	

浜
松
学
芸
高
等
学
校	

三
年	

羽
根
田　

采　

音

蘭
亭
序	

高
知
学
芸
高
等
学
校	

二
年	

福　

澤　

琴　

心

灌
頂
歴
名	

仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校	

二
年	

細　

川　

季　

詩

臨　

始
平
公
造
像
記	

埼
玉
県
立
大
宮
高
等
学
校	

二
年	

矢　

野　

愛　

佳

臨　

楊
峴
隷
書
幅	

千
葉
県
立
袖
ケ
浦
高
等
学
校	

二
年	

山　

口　

る　

な

風
信
帖	

大
東
文
化
大
学
第
一
高
等
学
校	

二
年	

山　

下　

賢　

一

魯
郡
開
國
「
自
書
告
身
帖
」	

二
松
学
舎
大
学
附
属
高
等
学
校	

一
年	

油　

井　

拓　

哉



書
道
競
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最
優
秀
賞

蛍
雪
の
功�

岡
山
県
立
倉
敷
天
城
中
学
校　

一
年　
　

西　

井　

結　

惟

講　

評

　

行
書
体
に
書
か
れ
た
漢

字
三
文
字
と
平
か
な「
の
」

の
全
体
構
成
が
見
ご
と
に

調
和
し
て
い
て
、
観
る
者

に
感
動
を
与
え
て
く
れ

る
。
筆
使
い
の
点
で
は
、

殊
に
力
強
さ
の
中
に
、
穏

や
か
で
温
か
み
の
あ
る
線

質
に
「
い
っ
た
い
こ
の
人

は
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ

う
」
と
興
味
を
覚
え
さ
せ

る
。一
字
ず
つ
を
見
れ
ば
、

漢
字
の
「
蛍
」「
功
」
の

形
の
演
出
が
殊
に
素
晴
ら

し
く
、
一
貫
し
た
気
脈
が

文
字
に
骨
気
を
与
え
見
ご

と
な
造
形
と
成
り
得
て
い

る
。
ま
た
、
氏
名
の
記
入

が
、
本
文
の
書
き
方
そ
の

も
の
を
継
続
し
、
作
品
を

一
層
引
き
立
て
て
い
る
。
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優
秀
賞

富
士
登
山

�

国
立
弘
前
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校　

二
年　
　

酒　

井　

埜　

愛

復
興
援
助

�
八
女
市
立
福
島
中
学
校　

三
年　
　

大　

塚　

陽　

菜

講　

評

講　

評

　

何
と
い
っ
て
も
、
厚
み
の
あ
る
じ
っ
く
り
と
し
た
線
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
行
書

特
有
の
太
細
の
変
化
も
見
事
に
こ
な
し
て
お
り
、
作
品
が
躍
動
し
て
い
る
。
各

文
字
の
構
成
に
曲
線
を
う
ま
く
織
り
交
ぜ
て
お
り
、
表
情
に
抑
揚
が
み
え
る
秀

作
。

　

行
書
特
有
の
点
画
の
連
続
と
和
ら
ぎ
が
、
名
前
ま
で
含
め
大
変
よ
く
表
現
出

来
て
い
ま
す
。
筆
圧
の
変
化
が
加
わ
り
、
太
細
の
変
化
が
加
味
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
一
貫
し
た
気
脈
に
よ
り
、
作
品
に
安
定
感
を
導
き
出
し
た
快
作
。
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佳　

作

美の創造
葛飾区立奥戸中学校　三年

松　﨑　希々香

感謝報恩
田舎館村立田舎館中学校　二年

小　野　陽　向

山光澄我心
国立弘前大学教育学部附属中学校　三年

中　村　心　音
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【
入　

選
】

逆
転	

鴻
巣
市
立
鴻
巣
西
中
学
校	

二
年	

赤　

羽　

紬　

希

創
造
の
楽
し
み	

広
島
大
学
附
属
東
雲
中
学
校	

二
年	

伊　

東　

琥　

子

美
の
創
造	

聖
和
学
院
中
学
校	

二
年	

及　

川　

絢　

奈

農
業
技
術	

川
口
市
立
上
青
木
中
学
校	

三
年	

丘　

村　

楓　

季

万
物
皆
備
於
我	

青
森
市
立
浪
岡
中
学
校	

三
年	

鎌　

田　

泰　

輔

大
願
成
就	
海
南
市
立
下
津
第
一
中
学
校	

二
年	

川　

村　

灯　

桜

国
際
理
解	
海
南
市
立
下
津
第
二
中
学
校	

三
年	

久　

保　

瑠　

美

藍
染
伝
承	

徳
島
県
立
城
ノ
内
中
等
教
育
学
校	

三
年	

西　

條　

愛　

生

感
謝	

青
森
市
立
浪
岡
中
学
校	

一
年	

齋　

藤　

大　

河

学
道
則
愛
人	

黒
石
市
立
中
郷
中
学
校	

三
年	

佐
々
木　

胡　

春

戦
争
と
平
和	

藤
崎
町
立
藤
崎
中
学
校	

三
年	

神　
　
　

匠　

飛

故
郷	

利
根
町
立
利
根
中
学
校	
三
年	

鈴　

木　

心　

結

蛍
雪
の
功	

福
岡
雙
葉
中
学
校	
三
年	

住　

吉　

桃　

華

実
行	

熊
谷
市
立
富
士
見
中
学
校	

一
年	
高　

齋　

百　

花

大
願
成
就	

狭
山
市
立
山
王
中
学
校	

二
年	

田　

口　

雅　

陽

美
の
創
造	

新
島
学
園
中
学
校	

一
年	

ダ
グ
ラ
ス　

初
加
音

生
命
の
尊
重	

船
橋
市
立
前
原
中
学
校	

三
年	

谷　

澤　

来　

美

空
海	

青
森
市
立
浪
打
中
学
校	

一
年	

奈　

良　

ひ
よ
り

英
雄
の
足
跡	

青
森
市
立
浪
岡
中
学
校	

三
年	

成　

田　

花　

菜

至
徳
照
天
地	

平
川
市
立
平
賀
東
中
学
校	

三
年	

成　

田　

実　

紗

郷
土
の
宝	

弘
前
市
立
第
一
中
学
校	

三
年	

花　

田　

ほ
の
か

美
の
創
造	

新
島
学
園
中
学
校	

二
年	

原　

田　

亜
衣
梨

美
の
創
造	

練
馬
区
立
大
泉
中
学
校	

二
年	

藤　

本　

旭　

陽

農
業
技
術	

海
南
市
立
下
津
第
二
中
学
校	

三
年	

北　

東　

杏　

梨

農
業
技
術	

佐
賀
県
立
武
雄
青
陵
中
学
校	

三
年	

星　

本　

京　

香

蛍
雪
の
功	

東
松
山
市
立
東
中
学
校	

一
年	

松　

本　

理　

奈

伝
統	

埼
玉
県
立
伊
奈
学
園
中
学
校	

二
年	

山　

本　

萌　

果

吟
詩
心
自
逸	

田
舎
館
村
立
田
舎
館
中
学
校	

三
年	

山　

本　

悠　

悟

花
鳥
風
月	

藤
崎
町
立
明
徳
中
学
校	

三
年	

横　

山　

龍　

桜

生
命
を
尊
ぶ	

高
松
市
立
紫
雲
中
学
校	

三
年	

渡　

部　

彩　

乃



書
道
競
書
部
門　

児
童
（
小
学
生
）
の
部
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最
優
秀
賞

ゆ
め�

高
松
市
立
屋
島
西
小
学
校　

二
年　
　

佐
々
木　

咲　

波

講　

評

　

さ
な
み
さ
ん
の「
ゆ
め
」

の
文も

じ字
か
ら
お
ど
り
出で

た

希き
ぼ
う望
の
心こ
こ
ろが
、
伝つ
た

わ
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。

　

一い
ち
じ字
ず
つ
を
見み

る
と
、

筆ふ
で
づ
か使
い
が
と
て
も
強つ
よ

く
書か

き
出だ

し
て
い
る
の
で
す

が
、
じ
つ
は
た
い
へ
ん
ゆ

る
や
か
で
、
し
か
も
穏お

だ

や

か
な
味あ

じ

わ
い
の
あ
る
気き
も
ち持

の
線せ

ん

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ゆ
」
も
「
め
」
も
回か

い
て
ん転

を
と
も
な
う
形か

た
ちな
の
で
た

い
へ
ん
む
ず
か
し
い
文も

じ字

で
す
が
、
大お

と
な人
顔か
お
ま負
け
の

筆ふ
で
づ
か使

い
が
な
さ
れ
て
お
り

驚お
ど
ろか
さ
れ
ま
し
た
。
さ
な

み
さ
ん
が
「
ゆ
め
」
の
文も

字じ

を
書か

い
た
時と
き

の
心こ
こ
ろを
い

つ
ま
で
も
忘わ

す

れ
ず
に
、
心
こ
こ
ろ

豊ゆ
た

か
に
書し
ょ
ど
う道
を
続つ
づ

け
ら
れ

る
こ
と
を
願ね

が

っ
て
い
ま
す
。
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優
秀
賞

平
穏

�

熊
谷
市
立
熊
谷
西
小
学
校　

六
年　
　

山　

石　

埜　

乃

広
い
世
界

�

伊
万
里
市
立
東
山
代
小
学
校　

六
年　
　

堀　

田　

心　

彩

講　

評

講　

評

　

姿し
せ
い勢

正た
だ

し
く
、
気き
は
く迫

に
満み

ち
た
運う
ん
ぴ
つ筆

は
見み
ご
と事

で
す
。
本ほ
ん
ぶ
ん文

の
漢か
ん
じ字

三さ
ん
も
じ

文
字
に

対た
い

し
、
ひ
ら
が
な
一ひ
と
も
じ

文
字
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
考か
ん
がえ

て
書か

か
れ
て
い
ま
す
。
線せ
ん

の
伸の

び
や
か
さ
が
余よ
は
く白

を
さ
ら
に
生い

か
し
た
、
美う
つ
くし

く
格か
く
ち
ょ
う調の

高た
か

い
作さ
く
ひ
ん品

で
す
。

　

漢か
ん
じ字

二ふ
た
も
じ

文
字
の
作さ
く
ひ
ん品

で
あ
る
が
、
迷ま
よ

い
の
な
い
運う
ん
ぴ
つ筆

で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

息い
き
づ
か遣

い
で
書か

か
れ
て
い
ま
す
。
国こ
く
ご
か

語
科
書し
ょ
し
ゃ写

の
基き
ほ
ん本

と
な
る
、
起き
ひ
つ筆

・
収し
ゅ
う
ひ
つ筆

の

筆ふ
で
づ
か使

い
も
し
っ
か
り
と
備そ
な

わ
っ
て
い
ま
す
。
落お
ち
つ着

き
あ
る
作さ
く
ひ
ん品

に
仕し

あ上
が
り
ま

し
た
。
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佳　

作

生きる力
伊万里市立東山代小学校　三年

堀　田　裕　斗

成長
黒石市立黒石小学校　五年

葛　西　　　龍

秋風
徳島市助任小学校　四年

木　本　和　希
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【
入　

選
】

発
芽
の
時	

鴻
巣
市
立
田
間
宮
小
学
校	

六
年	

赤　

羽　

明
日
実

信
念	

横
浜
市
立
駒
岡
小
学
校	

四
年	

池　

上　

航　

生

出
発	

横
浜
市
立
駒
岡
小
学
校	

六
年	

池　

上　

宙　

奈

夢
と
希
望	

四
日
市
市
立
大
矢
知
興
譲
小
学
校	

六
年	

井　

上　
　
　

碧

心
温
ま
る	
高
松
市
立
木
太
北
部
小
学
校	

四
年	

大　

野　

心　

遥

友
達	
上
尾
市
立
西
小
学
校	

四
年	

尾　

田　

陽　

花

天
空	

高
松
市
立
多
肥
小
学
校	

四
年	

小
比
賀　

俐　

心

書
の
世
界	

戸
田
市
立
美
女
木
小
学
校	

六
年	

金　

子　

由　

来

き
ぼ
う	

越
谷
市
立
東
越
谷
小
学
校	

三
年	

鯨　

井　
　
　

環

大
地	

高
松
市
立
多
肥
小
学
校	

五
年	

黒　

河　

日　

菜

希
望	

川
口
市
立
木
曽
呂
小
学
校	

五
年	

小　

池　

葉　

月

深
き
友
情	

高
松
市
立
木
太
北
部
小
学
校	
六
年	

河　

野　

真　

依

和
顔	

黒
石
市
立
六
郷
小
学
校	

五
年	
笹　

森　

琉　

愛

発
芽
の
時	

熊
谷
市
立
熊
谷
西
小
学
校	

六
年	
汐　

中　

美
優
菜

龍
馬	

藤
崎
町
立
常
盤
小
学
校	

五
年	

白　

川　

茉
莉
愛

決
心	

熊
谷
市
立
市
田
小
学
校	

三
年	

鈴　

木　

心　

結

ひ
ま
わ
り	

橋
本
市
立
あ
や
の
台
小
学
校	

三
年	

靍　

谷　

宥　

仁

平
和	

流
山
市
立
新
川
小
学
校	

四
年	

出　

井　

絢　

菜

な
か
ま	

高
松
市
立
木
太
北
部
小
学
校	

一
年	

鳥　

谷　
　
　

海

夢
と
希
望	

高
松
市
立
木
太
北
部
小
学
校	

五
年	

鳥　

谷　

眞　

子

大
き
な
夢	

高
松
市
立
栗
林
小
学
校	

四
年	

内　

藤　

綸　

香

決
心	

福
岡
市
立
鳥
飼
小
学
校	

三
年	

中　

村　

美　

月

明
る
い
顔	

熊
谷
市
立
佐
谷
田
小
学
校	

五
年	

野　

元　

柚　

那

赤
と
ん
ぼ	

板
柳
町
立
板
柳
南
小
学
校	

三
年	

野　

呂　

瞬　

翔

平
和	

高
松
市
立
多
肥
小
学
校	

四
年	

東　

原　

遥　

花

成
長	

い
わ
き
市
立
泉
北
小
学
校	

五
年	

平　

子　

み
の
り

成
長	

君
津
市
立
周
西
小
学
校	

五
年	

森　
　
　

大　

地

ゆ
め	

君
津
市
立
周
西
小
学
校	

二
年	

森　
　
　

美　

空

文
庫	

海
南
市
立
下
津
小
学
校	

五
年	

森　
　
　

優　

月

と
ら	

熊
谷
市
立
熊
谷
西
小
学
校	

一
年	

山　

石　

彩　

乃



日
本
文
学
Ｐ
Ｏ
Ｐ
部
門



− 31−

最
優
秀
賞

銀
の
匙�

大
智
学
園
高
等
学
校　

三
年　
　

齋　

藤　

真　

啓

講　

評

　

作
品
の
世
界
を
、
人
物

を
描
き
色
合
い
で
示
し
た

だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
使

用
、
銀
の
匙
を
見
つ
け
た

戸
棚
へ
の
工
夫
、
タ
イ
ト

ル
等
に
よ
っ
て
、
立
体
感

を
作
り
見
る
楽
し
み
と
同

時
に
、
作
品
の
奥
行
き
ま

で
も
表
現
し
て
い
る
。
ま

た
「
ス
ト
ー
リ
ー
が
と
て

も
細
か
く
想
像
し
や
す

い
」
と
い
う
等
身
大
の
評

は
、
主
人
公
の
青
春
像
を

よ
り
身
近
に
し
て
い
る
。

作
品
全
体
か
ら
見
た
人
を

惹
き
つ
け
、
リ
ー
ド
文
で

作
品
を
読
ん
で
み
よ
う
と

思
わ
せ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る

Ｐ
Ｏ
Ｐ
で
あ
る
た
め
最
優

秀
賞
と
し
た
。
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優
秀
賞

猫
町　

乙
女
の
本
棚

�

宮
城
県
名
取
高
等
学
校　

二
年　
　

佐　

藤　

彩　

花

古
川
日
出
男
訳
『
平
家
物
語
』

�

千
代
田
区
立
九
段
中
等
教
育
学
校　

一
年　
　

小　

垣　
　
　

葵

講　

評

講　

評

　

様
々
な
色
彩
・
模
様
の
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
、
こ
の
作
品
で
訳
さ
れ
た
古
典

文
学
の
世
界
の
雰
囲
気
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
作
品
の
山
場
と
い
え
る
壇
ノ
浦

の
戦
い
に
敗
れ
、
入
水
に
臨
む
二
位
の
尼
と
安
徳
天
皇
の
姿
が
精
緻
に
描
か
れ

て
い
る
点
も
評
価
で
き
る
。

　
「
猫
、
猫
、
猫
、
猫
、
猫
、
猫
」。
思
わ
ず
口
ず
さ
み
た
く
な
る
こ
の
引
用
と
、

宵
闇
か
ら
こ
ち
ら
を
う
か
が
う
数
々
の
猫
の
目
。
朔
太
郎
が
描
き
出
す
不
安
と

緊
張
に
満
ち
た
夢
幻
の
世
界
に
、
こ
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
自
体
が
読
者
を
す
で
に
誘
い
始

め
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
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佳　

作

中
原
中
也
詩
集

　

東
京
都
立
大
江
戸
高
等
学
校　

二
年

　

�
髙　

橋　

舞　

桜

イ
ン
シ
テ
ミ
ル

　

宮
城
県
名
取
高
等
学
校　

二
年

　

�

竹　

田　
鈴　

音

テ
ー
ブ
ル
モ
ン
キ
ー
の
ココ
モ

　

宇
部
鴻
城
高
等
学
校　

二
年

　

�

中　

村　

は
る
か
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【
入　

選
】

「
死
刑
に
い
た
る
病
」	

大
智
学
園
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　

三
年　

飯　

沼　

千　

里

「
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
」	

岡
山
市
立
岡
山
後
楽
館
高
等
学
校　
　

三
年　

石　

黒　

睦　

乃

「
水
曜
日
が
消
え
た
」	

敬
愛
大
学
八
日
市
場
高
等
学
校　
　
　

二
年　

金　

杉　

咲　

希

「
幽
霊
屋
敷
レ
ス
ト
ラ
ン
」	

成
立
学
園
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　

三
年　

川　

嶋　

桜　

生

「
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
」	

成
立
学
園
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　

二
年　

グ
エ
ン
・
キ
ム
・
オ
ア
ン

「
人
間
失
格
」	

成
立
学
園
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　

三
年　

黒　

澤　

優　

依

「
怪
人
二
十
面
相
」	

福
島
県
立
相
馬
高
等
学
校　
　
　
　
　

二
年　

菅　

野　

ま　

み

「
高
瀬
舟
」	
敬
愛
大
学
八
日
市
場
高
等
学
校　
　
　

二
年　

髙　

山　
　
　

泰

「
羅
生
門
」	
山
口
県
立
萩
高
等
学
校　
　
　
　
　
　

一
年　

波
多
野　
　
　

蒼

「
カ
ラ
フ
ル
」	

成
立
学
園
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　

二
年　

平　

野　

愛　

響

「
煉
獄
蝶
々
」	

敬
愛
大
学
八
日
市
場
高
等
学
校　
　
　

二
年　

平　

山　

滉　

翔

「
羅
生
門
」	

山
口
県
立
萩
高
等
学
校　
　
　
　
　
　

一
年　

古　

田　

結　

梨

「
あ
の
有
名
な
昔
話
で
殺
人
事
件
」	

宮
城
県
名
取
高
等
学
校　
　
　
　
　
　

二
年　

渡　

部　

友　

萌



中
国
古
典
感
想
文
部
門
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最
優
秀
賞

　

漱
石
枕
流
の
現
代
的
意
義
と
孫
子
刑
た
ち

�

埼
玉
県
立
川
口
北
高
等
学
校　

二
年　
　

澤　

田　

裕　

翔

　

現
代
は
「
映
え
」
の
時
代
だ
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
で
気
軽
に
写
真
を
撮
っ
て
、
気
軽
に
ネ
ッ
ト
で
公
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
見
映
え
に
重

き
が
置
か
れ
る
時
代
だ
。
見
映
え
は
、
視
覚
的
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
言
説
に
お
い
て
も
そ
う
だ
。

　

経
済
発
展
に
伴
う
地
域
共
同
体
へ
の
帰
属
意
識
の
弱
ま
り
と
と
も
に
、
根
な
し
草
と
し
て
社
会
に
放
り
込
ま
れ
る
私
た
ち
。
寄
る
辺
な
い
私
た
ち
の
間

で
は
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
コ
レ
ク
ト
の
名
の
下
に
同
調
圧
力
が
強
ま
る
一
方
、
少
し
で
も
目
立
ち
た
い
者
は
信
念
も
な
く
、
奇
抜
な
意
見
を
弄
す
る
。
矛
盾

や
不
整
合
を
指
摘
し
て
も
、
強
弁
す
る
。

　

漱
石
枕
流
と
い
う
故
事
は
つ
い
強
弁
を
し
て
し
ま
う
人
間
の
普
遍
性
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
伝
え
て
い
る
（
社
会
か
ら
距
離
を
取
ろ
う
と
す
る
者
が
言
い
間

違
い
の
訂
正
に
こ
だ
わ
る
辺
り
が
生
々
し
い
）
が
上
述
の
と
お
り
現
代
的
意
義
は
ま
す
ま
す
増
す
ば
か
り
だ
。

　

確
か
に
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
テ
ク
ス
ト
論
（
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
よ
り
、
ど
う
受
け
取
っ
た
か
の
方
が
大
切
）
で
は
、
誤
読
の
有
意
義
性
を
説
き
、
上

述
の
風
潮
を
つ
く
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
だ
が
、
脱
線
に
脱
線
を
重
ね
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
文
学
の
先
走
者
の
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
の
影
響
を

受
け
た
夏
目
漱
石
は
漢
学
と
英
文
学
の
教
養
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
漱
石
枕
流
の
発
言
者
（
孫
子
刑
）
は
、
誤
解
か
ら
有
意
義
を
汲
み
出
し
て
い
る
訳
で

も
な
く
、
自
身
の
間
違
い
を
糊
塗
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。「
そ
ん
な
孫
子
刑
が
現
代
で
は
何
と
多
い
こ
と
よ
」
と
嘆
く
前
に
、
私
た
ち
は
先
ず
現
代
に

お
い
て
孫
子
刑
が
大
量
に
生
み
出
さ
れ
る
社
会
構
造
を
よ
く
理
解
し
た
い
。

講　

評

　

中
国
古
典
の
故
事
を
現
代
社
会
の
現
実
と
意
識
に
結
び
つ
け
、
的
確
に
分
析
し
た
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
を
五
百
字
に
ま
と
め
上
げ
た
無
駄

の
な
い
文
章
力
は
見
事
で
あ
る
。「
漱
石
枕
流
」
を
め
ぐ
っ
て
、
誤
解･

誤
読･

言
い
間
違
い
と
、
そ
の
処
理
を
巡
る
古
典
か
ら
近
代
の
人
々
の
営
為
、

ま
た
中
国
故
事
か
ら
漱
石
に
至
る
人
間
の
知
性
と
現
実
対
応
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
を
鋭
く
突
く
皮
肉
と
エ
ス
プ
リ
の
効
い
た
凝
縮
的
エ
ッ

セ
イ
と
し
て
評
価
し
た
い
。
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菅　

谷　

瑠　

香

　

杜
甫
「
登
高
」
で
の
首
聯
で
風
や
天
な
ど
空
の
こ
と
に
対
し
て
述
べ
、
陸
の
生

物
で
あ
る
猿
の
鳴
き
声
を
詠
う
。
そ
れ
に
対
し
て
次
の
句
で
は
、
渚
や
沙
の
陸
の

風
景
を
述
べ
、
空
の
生
物
で
あ
る
鳥
を
詠
っ
て
い
る
こ
と
に
対
句
と
い
う
魅
力
を

最
大
限
に
ひ
き
出
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
そ
の
他
に
も
万
里
と
百
年
と
い
う
数
対

を
用
い
て
、
距
離
と
時
間
の
儚
さ
と
い
う
も
の
を
表
現
し
て
い
る
と
思
う
。

　

首
聯
の
情
景
で
は
、
風
が
激
し
く
吹
き
荒
れ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
空
は
こ

の
上
な
い
美
し
さ
で
澄
ん
で
い
る
と
い
う
寂
し
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
自
分
の
気
持

ち
次
第
で
嬉
し
く
も
苦
し
く
も
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
情
景
だ
。
例
え
ば
、
幸
せ

だ
っ
た
一
年
前
と
同
じ
季
節
で
同
じ
よ
う
な
天
気
の
今
、
そ
の
頃
を
思
い
出
し
、

懐
か
し
む
と
共
に
昔
と
今
の
時
を
比
較
し
て
苦
し
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
天
気
が

晴
れ
、
澄
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
晴
れ
や
か
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
、

そ
の
儚
さ
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
た
。

　

頸
聯
で
は
、
故
郷
か
ら
離
れ
て
寂
し
い
と
い
う
気
持
ち
と
共
に
病
気
が
ち
な
自

分
自
身
に
孤
独
を
感
じ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
現
代
で
い
う
、
家
に
い
る

の
に
家
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
と
似
て
い
る
。
自
分
の
家
が
あ
り
な
が

ら
も
自
分
の
居
心
地
の
良
い
場
所
や
人
間
関
係
が
な
く
、
毎
日
本
当
の
自
分
の
家

と
い
う
も
の
を
探
し
て
い
る
状
況
だ
。
常
に
旅
人
の
よ
う
に
身
を
流
れ
に
ま
か
せ
、

本
当
の
自
分
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
、
そ
し
て
病
気
が
ち
な
体
で
年
だ
け
が
老
い

て
い
く
と
い
う
孤
独
と
儚
さ
、
苦
悩
が
様
々
な
対
句
を
用
い
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、

現
代
と
状
況
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
情
景
の
美
し
さ
と
共
に
命
の
儚
さ
も
感
じ

ら
れ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

講　

評

　

七
言
律
詩
の
傑
作
と
い
わ
れ
る
杜
甫
の
絶
唱
「
登
高
」
に
つ
い
て
、
そ
の
詩
表

現
の
背
後
に
広
が
る
抒
情
を
実
感
的
に
追
感
し
た
文
章
で
あ
る
。
個
別
の
詩
表
現

の
丁
寧
な
解
説
が
綴
ら
れ
、
古
典
詩
が
現
代
に
生
き
て
い
る
。
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辻　

本　

千　
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第
一
章
の
「
灼
」
は
単
に
「
華
や
ぐ
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
た
。

桃
の
花
が
三
月
の
景
色
を
薄
紅
色
で
彩
る
姿
と
娘
が
花
嫁
衣
裳
を
身
に
纏
い
、
赤

蓋
頭
の
下
を
そ
の
桃
の
花
の
よ
う
に
染
め
る
姿
は
、「
光
り
輝
い
て
い
る
」
と
い
う

意
味
に
近
い
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
桃
が
や
が
て
鈴
な
り
の
実
を
つ
け
る
と
、
葉

は
「
蓁
蓁
」
と
な
る
の
だ
。
幾
重
に
も
生
い
茂
る
様
子
で
あ
る
。
優
し
い
色
で
柔

ら
か
そ
う
だ
が
、
そ
の
一
枚
一
枚
に
は
芯
が
通
っ
て
い
る
。
実
を
覆
う
よ
う
生
え

る
様
子
は
、
子
を
守
る
母
の
よ
う
だ
。

　

桃
は
古
来
よ
り
強
力
な
魔
除
け
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
縁
起
が
良
い
。

こ
の
詩
が
作
ら
れ
た
時
代
、
生
ま
れ
た
子
が
無
事
に
成
長
す
る
保
証
は
無
か
っ
た

が
、あ
ら
ゆ
る
厄
災
を
退
け
、母
子
と
も
に
成
長
す
る
の
だ
。
こ
の
詩
の
詠
み
手
は
、

花
嫁
の
成
長
を
見
守
っ
て
来
た
人
物
な
の
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
神
聖
と
も

い
え
る
力
を
間
近
で
感
じ
て
い
た
。
娘
と
桃
を
重
ね
て
、
彼
女
が
嫁
ぎ
先
に
繁
栄

を
も
た
ら
す
と
確
信
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

私
は
こ
の
詩
の
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
、
娘
が
嫁
入
り
の
際
に
乗
る
牛
車
の
、「
コ
ト

コ
ト
」
と
い
う
音
を
重
ね
て
読
ん
だ
。
親
戚
縁
者
た
く
さ
ん
の
人
々
に
身
送
ら
れ

る
花
嫁
行
列
。
深
紅
の
飾
り
で
彩
ら
れ
た
牛
車
に
乗
る
花
嫁
の
赤
蓋
頭
は
、
コ
ト

コ
ト
、
コ
ト
コ
ト
と
い
う
音
と
共
に
揺
れ
て
い
る
。
覗
く
唇
や
頬
は
桃
の
花
の
よ

う
に
艶
や
か
に
染
ま
り
、
桃
の
実
の
よ
う
に
ふ
っ
く
ら
と
。
そ
の
輝
く
よ
う
な
美

し
さ
瑞
々
し
さ
は
そ
の
ま
ま
に
、
妻
と
し
て
、
母
と
し
て
の
慈
し
み
に
満
ち
た
姿

に
変
化
す
る
。「
花
」「
実
」「
葉
」、
女
性
の
持
つ
力
強
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。

講　

評

　
『
詩
経
』「
桃
夭
」
篇
の
魅
力
を
存
分
に
吸
収
し
、
想
像
力
を
自
由
に
飛
翔
さ
せ

た
文
章
で
あ
る
。
詩
篇
そ
の
も
の
の
学
問
的
分
析
と
は
全
く
異
な
る
強
引
な
解
釈

で
は
あ
る
が
、
逞
し
い
想
像
力
と
豊
か
な
表
現
力
は
、
詩
の
本
質
に
も
繋
が
る
も

の
だ
と
思
う
。
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「
詩
経
」
の
「
桃
夭
」
と
い
う
詩
に
触
れ
、作
品
の
中
で
桃
の
木
に
例
え
ら
れ
る
娘
の
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
強
く
立
派
に
生
き
た
い
と
感
じ
た
。

　

本
作
品
で
は
、
嫁
い
で
行
く
娘
を
若
々
し
い
桃
の
木
に
例
え
る
こ
と
で
、
時
の
流
れ
と
共
に

桃
の
花
・
実
・
葉
の
移
り
変
わ
り
で
女
性
の
一
生
を
表
現
す
る
と
い
っ
た
工
夫
が
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
想
像
さ
れ
る
女
性
の
一
生
と
い
う
も
の
は
、
若
く
美
し
く
生
ま
れ
、
子
宝
に
恵
ま

れ
た
後
、
栄
え
た
家
庭
を
築
く
と
い
う
嫁
い
だ
娘
に
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
人
生
だ
。
現
代
で
は
、

一
人
一
人
使
命
感
を
抱
く
も
の
が
異
な
り
、
女
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
生
き
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
風
潮
は
無
く
な
っ
た
。
子
孫
を
残
し
、
そ
し
て
跡
継
ぎ
を
決
定
す
る
た
め
、
女
性

が
男
児
を
産
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
精
神
的
負
荷
も
減
っ
た
。
私
も
同
じ
道
を
歩
み
た

い
と
思
っ
た
の
は
、
娘
が
健
康
に
幸
せ
に
生
き
る
描
写
が
最
善
の
親
孝
行
で
あ
る
と
気
が
付
き
、

そ
の
よ
う
な
姿
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
感
じ
た
か
ら
だ
っ
た
。
や
り
た
い
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
、

若
い
う
ち
か
ら
「
成
功
の
実
」
が
沢
山
な
る
よ
う
に
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
婚
姻
で
な
く

て
も
個
人
的
な
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
結
果
が
伴
う
よ
う
に
道
を
進
ん
で
行
き
た
い
。

　

ま
た
、
逆
に
娘
を
見
送
る
立
場
に
な
っ
た
際
は
、
若
々
し
く
真
っ
す
ぐ
育
つ
桃
の
木
を
始
終

照
ら
し
続
け
る
太
陽
の
よ
う
な
存
在
に
な
り
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
正
解
が
な
い
時
代
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
将
来
女
性
の
社
会
進
出
は
拡
大
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
決
め
つ
け
や
偏
見

に
負
け
な
い
、
強
い
女
性
が
の
び
の
び
と
知
識
を
身
に
付
け
、
よ
り
多
く
の
人
を
幸
せ
に
で
き

る
よ
う
に
、
そ
の
環
境
を
整
え
る
雨
に
も
な
り
た
い
。

　

自
然
の
美
し
さ
を
例
に
一
女
性
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
表
現
す
る
「
桃
夭
」。
嫁
い
で
行
く
娘

が
美
し
い
と
感
じ
た
。

「
登
高
」
感
想

�

駒
込
高
等
学
校　

二
年　
　

衣　

川　

千　

尋

　
「
登
高
」
は
杜
甫
自
身
の
老
い
の
哀
し
さ
、
寂
し
さ
、
嘆
き
を
景
色
に
乗
せ
て
描
い
た
も
の

だ
が
、
首
聯
、
頷
聯
、
頸
聯
、
尾
聯
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
が
絶
妙
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
こ
の

詩
の
趣
深
さ
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

ま
ず
、
首
聯
で
描
れ
て
い
る
景
色
は
す
べ
て
、
老
い
に
よ
っ
て
失
っ
た
も
の
の
象
徴
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
元
気
に
吹
き
荒
れ
る
風
や
、
果
て
し
な
い
夢
を
彷
彿
と
さ
せ
る
高
く
澄
ん
だ

空
、
清
ら
か
で
汚
点
の
な
い
岸
辺
の
砂
、
元
気
に
飛
び
回
る
鳥
。
一
見
た
だ
の
景
色
の
描
写
だ

と
見
せ
か
け
て
、
実
は
杜
甫
の
老
い
へ
の
哀
し
さ
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
の
だ
。

　

次
に
頷
聯
の
構
成
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
老
い
」
と
「
生
」
の
対
比
が
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
も
の
寂
し
く
散
る
落
ち
葉
は
「
老
い
」
の
象
徴
、
尽
き
る
こ
と
な
く
流
れ
出
る
長

江
の
水
は
「
生
」
の
象
徴
だ
。
こ
の
対
比
に
よ
り
さ
ら
に
杜
甫
自
身
の
老
い
へ
の
哀
し
さ
を
明

確
に
表
し
て
い
る
。

　

頸
聯
の
前
半
は
情
景
描
写
だ
が
、
後
半
で
は
情
景
描
写
な
し
に
自
分
の
境
遇
を
説
明
し
て
い

る
。

　

最
後
、
尾
聯
で
初
め
て
こ
の
詩
が
老
い
を
嘆
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に

よ
り
尾
聯
ま
で
の
情
景
描
写
の
意
図
が
一
気
に
わ
か
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
の

一
文
で
、
濁
酒
を
飲
め
た
若
い
頃
の
自
分
と
、
も
う
濁
酒
も
飲
め
な
く
な
っ
た
老
い
た
自
分
を

対
比
し
て
い
る
。
最
後
過
去
と
現
在
の
対
比
で
締
め
る
こ
と
で
、
も
の
哀
し
い
余
韻
を
生
ん
で

く
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
登
高
」
は
表
現
だ
け
で
な
く
構
成
も
素
晴
ら
し
い
漢
詩
の
最
高
傑
作
な
の
で

あ
る
。
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私
は
『
詩
経
』
の
「
桃
夭
」
の
中
国
語
で
朗
読
さ
れ
て
い
る
も
の
を
授
業
内
で
初
め
て
耳
に

し
た
。
日
本
語
版
の
朗
読
も
聞
い
た
が
、
中
国
語
で
読
ま
れ
て
い
る
も
の
の
発
音
や
響
き
が
と

て
も
綺
麗
で
衝
撃
を
受
け
た
。
実
際
に
文
字
と
し
て
表
さ
れ
た
漢
詩
は
同
じ
漢
字
が
連
な
っ
て

描
か
れ
て
い
る
印
象
で
、「
夭
夭
た
る
」
や
「
灼
灼
た
る
」
の
部
分
が
と
て
も
美
し
く
聴
こ
え

た
。
文
法
的
な
面
か
ら
「
桃
夭
」
を
学
ん
で
い
く
と
、
換
韻
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
押
韻
を
揃
え
る
た
め
に
「
室
家
」
を
途
中
か
ら
「
家
室
」
や
「
家
人
」
に
変

え
る
な
ど
、
漢
文
に
は
響
き
の
美
し
さ
を
求
め
た
繊
細
な
技
法
が
施
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

た
。
ま
た
、「
桃
夭
」
の
反
復
法
は
、
桃
の
木
が
美
し
い
花
に
な
り
、
実
に
な
り
、
葉
に
な
り

成
長
し
て
い
く
様
子
、
そ
し
て
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
比
喩
的
に
描
か
れ
て
い
て
、
繰
り
返
し

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
復
法
の
効
果
の
面
白
さ
を
感
じ
と
れ
る
文
だ
と
思
っ
た
。「
桃
夭
」
と

い
う
言
葉
は
今
で
も
婚
期
と
い
っ
た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
詩
か
ら
は
さ
ら
に
「
嫁

ぐ
」
こ
と
を
桃
の
木
が
成
長
し
て
い
く
様
子
か
ら
娘
の
成
長
や
嫁
ぎ
先
の
家
族
の
幸
せ
を
も
た

ら
す
よ
う
な
明
る
い
択
え
方
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
こ
の
よ
う
な
感
じ
方
や
択
え
方
を
す

る
中
国
の
文
化
や
感
性
は
と
て
も
素
敵
だ
と
思
う
。
こ
の
詩
を
通
し
て
、「
桃
夭
」
を
は
じ
め

と
す
る
紀
元
前
十
二
年
と
い
う
遠
い
昔
に
謡
わ
れ
た
「
詩
経
」
が
今
の
時
代
に
も
言
葉
と
し
て

意
味
を
成
し
て
い
る
の
は
、
時
代
が
離
れ
て
い
て
も
昔
の
人
々
の
志
が
今
の
私
た
ち
の
心
情
に

少
し
で
も
重
な
る
部
分
が
あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
た
。
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【
入　

選
】

「
桃
夭
と
音
楽
」	

駒
込
高
等
学
校　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
年　

木　

村　

佳　

愛

「
漱
石
枕
流
を
読
ん
で
」	

群
馬
県
立
館
林
女
子
高
等
学
校　
　
　

二
年　

柴　

田　

珠
々
夏



環
境
保
護
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
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最
優
秀
賞

１　

ア
イ
デ
ィ
ア
の
名
称

　
　

絵
本
で
伝
え
る

　
　
　
　

～
地
域
猫
を
守
る
活
動

２　

ア
イ
デ
ィ
ア
の
概
要

　
　
（
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
な
の
か
を
説
明
し
て
下
さ
い
。）

　

幼
い
子
供
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
絵
本
で
、
猫
の
保
護
活
動
を
広
め

る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
。

　

野
良
猫
の
生
活
の
苦
し
さ
や
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ
の
説
明
、
譲
渡
会
、
命
の
大
切

さ
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
知
る
こ
と
で
、
動
物
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
提
案
し
ま
し
た
。

　

私
が
、
描
い
た
絵
本
の
写
真
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
殺
処
分
を

な
く
し
た
い
、
す
べ
て
の
猫
が
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込

め
て
つ
く
り
ま
し
た
。

３　

ポ
イ
ン
ト

　
　
（
一
番
訴
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
下
さ
い
。）

　

苦
し
く
て
、
人
間
に
助
け
を
求
め
る
猫
の
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、小
さ
な
命
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

�

宮
崎
県
立
宮
崎
南
高
等
学
校　

二
年　
　

福　

島　

こ
こ
ろ

① ②

ちいさないのち ぼくはそとでくらすねこ
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③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

ひふがよごれているねこ

あしをけがしたねこ

ぼくのまわりにはいろんなねこがいるよ

ぼくたちにおうちはないから
あついひもさむいひも

みんなであつまってくらしてる

おなかにあかちゃんがいるねこ

きのううまれたばかりのこねこたち



− 45−

⑪ ⑫

⑨ ⑩　

でもね、
ぼくたちをたすけてくれる
やさしいひとたちがいるんだ

ごはんはいちにちいっかいたべれるひは
らっきーさ

⑬ ⑭

ＴＮＲとは
Ｔ（T

とらっぷ

rap）ほかく
Ｎ（N

に ゅ ー た あ

euter）ふにん・きょせいしゅじゅつ
Ｒ（R

り た ー ん

eturn）もとのばしょにもどす
　　　　　　　　　　　ことだよ。
ぼくたちをあかちゃんがうめないような
からだにするんだ

あかちゃんをうまないことで
ぼくたちのじゅみょうはのびるし
のらねこがふえることもなくなるんだ。
これはとってもいいことなんだよ

ぼくたちをほごして T
てぃーえぬあーる

N R をしてくれる

ぼくたちのことかわいそうっておもう？
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⑮ ⑯

そして、T
てぃーえぬあーる

N R がおわったら
ぼくたちは『さくらねこ』に
かわる。
みみをかっとしてさくらのかたちにして
しゅじゅつしたことをあらわすんだ

⑲ ⑳

ぼくたちのようなねこはにほんじゅうにたくさんいる。
ぼくたちはいきていくために
きみたちのたすけがひつようなんだ

ぼくたちをたすけて、
ぼくたちをあいしてほしい

⑰ ⑱

すてきなかいぬしさんがみつかるまで
いっしょうけんめいさがしてくれる

ぼくもまいにちだいすきだよっていってくれる
すてきなかぞくにであいたいな

ほかにもぼくたちのあたらしいかぞくを
さがしてくれるやさしいひとたちがいるんだ



− 47−

講　

評

　

現
状
の
活
動
や
社
会
問
題
を
良
く
理
解
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
猫
の
立

場
か
ら
優
し
い
表
現
の
絵
本
で
社
会
に
伝
え
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
が
大
変

す
ば
ら
し
く
、
読
み
手
の
心
を
つ
か
む
作
品
。
丁
寧
に
心
を
込
め
て
作
ら

れ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

㉓

㉑ ㉒

♥

にほんにはちいきねこをまもるかつどうを
しているひとがたくさんいます。
あなたもちいさないのちをいっしょに
まもりませんか？

すべてのねこがしあわせにくらせるひびが
いちにちでもはやくおとずれることをねがっています。
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優
秀
賞

１　

ア
イ
デ
ィ
ア
の
名
称

　
　

保
護
猫
部

２　

ア
イ
デ
ィ
ア
の
概
要

　
　
（
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
な
の
か
を
説
明
し
て
下
さ
い
。）

　

市
や
町
単
位
で
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た
保
護
猫
部
を
作
る
。
保
護
猫

部
で
は
、
保
護
猫
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
や
行
政
の
方
々
と

共
に

１.

去
勢
避
妊
手
術
を
行
っ
て
い
な
い
猫
の
保
護

２.

Ｔ
Ｎ
Ｒ
済
み
の
地
域
猫
の
観
察

３.

保
護
さ
れ
た
猫
の
お
世
話
や
譲
渡
会
で
の
お
手
伝
い

な
ど
を
中
心
に
活
動
す
る
。
そ
の
活
動
の
中
で
地
域
猫
の
現
状
を
知
っ
て

も
ら
い
、
保
護
猫
活
動
の
理
解
を
深
め
、
進
め
て
い
く
の
が
狙
い
で
あ
る
。

　

ま
た
、
保
護
猫
部
の
活
動
を
学
校
で
通
知
し
て
も
ら
い
、
学
生
に
保
護

猫
部
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
。

３　

ポ
イ
ン
ト

　
　
（
一
番
訴
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
て
下
さ
い
。）

　

保
護
猫
部
の
ポ
イ
ン
ト
は
、中
高
生
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

保
護
猫
活
動
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
存
在
が
極
め
て
大
き
い
。

講　

評

　

若
者
こ
そ
保
護
猫
の
活
動
に
向
い
て
い
る
と
の
視
点
か
ら
の
「
保
護
猫

部
の
創
設
」
は
、
現
在
、
よ
り
高
い
年
齢
層
に
担
わ
れ
て
い
る
同
分
野
活

動
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
意
義
深
い
。
既
存
団
体
と
の
連
携
も

通
じ
て
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

山
梨
県
立
甲
府
東
高
等
学
校　

三
年　
　

成　

澤　

陽　

菜

し
か
し
、
社
会
人
と
し
て
働
い
て
い
る
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
時
間
を
割

き
に
く
く
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
時
間
が
あ
り
新
し
い
こ
と
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
中
高
生
に
焦
点
を
当
て
た
。
未
成
年
が
行
う
こ
と

に
不
安
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
高
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
、
友

達
な
ど
の
同
年
代
の
人
と
の
つ
な
が
り
や
す
さ
は
、
保
護
猫
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
中
高
生
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
交
流

も
盛
ん
で
あ
る
た
め
、
保
護
猫
活
動
を
広
め
さ
ら
に
多
く
の
関
心
を
集
め

ら
れ
る
と
思
う
。
実
際
に
私
も
友
人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
、中
高
生
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
、

直
接
的
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
間
接
的
支
援
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

佳　

作　

該
当
作
品
な
し
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